
第１回 水素燃料電池鉄道車両等の安全性検証検討会 

次第 

 

日 時 ： 令和６年４月２４日（水） １０：００～１２：００ 

場 所 ： 国土交通省 ８階特別会議室 

 

議事次第 ： 

１．開会 

２．議題 

（１）「安全性検証検討会」について（国土交通省） 

（２）国内外の燃料電池鉄道車両の状況について（鉄道総合技術研究所） 

（３）鉄道車両の安全対策への取組みについて（鉄道総合技術研究所） 

（４）検討会の進め方について（鉄道総合技術研究所） 

（５）意見交換 

（６）その他 

３．閉会 

 

 

 



水素燃料電池鉄道車両等の安全性検証検討会について 
 

令和６年４月２４日 

国土交通省鉄道局 

 

１．設置趣意 

現在、２０５０年カーボンニュートラルを目指して、鉄道事業者を中心に鉄道における脱

炭素化の取組として、そのキーテクノロジーとなる水素燃料電池鉄道車両等の社会実装が進

められている。水素燃料電池鉄道車両は、燃料電池発電設備及びその燃料となる高圧水素ガ

スの貯蔵設備を搭載するものであり、その運用にあっては、鉄道行政として実態に則した安

全の確保を図っていく必要がある。 

 特に、高圧水素ガスという圧力の高い可燃性ガスを使用することの安全性の担保は不可欠

であり、想定されるリスクに応じた安全対策等の検証が重要となる。 

 本検討会は、安全な水素燃料電池鉄道車両等の社会実装の実現のため、高圧水素ガスの使

用に係る安全性について検討することを目的として設置するものである。 

 

２．検討内容 

高圧水素ガスが充填された容器を鉄道車両に搭載し、燃料電池発電等の燃料として使用す

ることについて、運用等を踏まえたリスク評価及びそれに応じた安全対策等の検証を行う。 

さらに、必要となる安全対策等を含めた検討を行い、水素燃料電池鉄道車両に係る技術基

準案を作成する。 

 

３．委員等の構成について 

 委員等の構成は、名簿のとおりとする。 

 

  



 

水素燃料電池鉄道車両等の安全性検証検討会委員名簿（敬称略） 

 

［委員］ 

横浜国立大学 総合学術高等研究院 上席特別教授 三宅 淳巳 

東京大学 生産技術研究所 教授 吉川 暢宏 

早稲田大学 理工学術院 教授 近藤 圭一郎 

北海道旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部 車両部 計画課 課長 泉 弘之 

東日本旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部 

モビリティ・サービス部門 車両技術センター マネージャー 
中神 匡人 

東海旅客鉄道株式会社 総合技術本部 技術開発部 

車両制御チーム 次世代動力システム開発グループ 

グループリーダー 

濱島 豊和 

西日本旅客鉄道株式会社 鉄道本部 

イノベーション本部 ＧＸ戦略 課長 
千田 誠 

四国旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部 運輸部 車両課 課長 松原 好臣 

九州旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部 運輸部 担当課長 有田 義正 

日本貨物鉄道株式会社 鉄道ロジスティクス本部 

車両部 開発グループ サブリーダー 
宇野 由起 

一般社団法人 日本民営鉄道協会 技術部 車両課長 運転課長 村田 和三 

特別民間法人 高圧ガス保安協会 総務・企画部門 

水素センター 所長 
小山田 賢治 

 

［オブザーバー］ 

 経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 高圧ガス保安室 

 

［事務局］ 

 国土交通省 鉄道局 技術企画課 

 公益財団法人 鉄道総合技術研究所 

 

 



( )

6 4 24

01-02 1



FV E991
HYBARI JR

R291

20222019 2005

2 12 1

100km/h120km/h

2.3km/h/s2.9km/h/s

140km70km

:60kW 4:150kW

:70MPa
:51L 5 4 40kg

:35MPa
:180L 4 20kg



R291

JR HYBARI
SIEMENS Mireo Plus H

HydroFLEX

FCH2RAIL
ALSTOM Régiolis H2

K-Hydrogen Powered Train

©OpenStreetMap contributors

ALSTOM iLint

ALSTOM iLint

STADLER FLIRT H₂





( )

6 4 24

01-03 1



1.
 ATS

2.






3.


I.



II.

1

4
2 3

1

1
2

2

3


